
喝 ヽ )- "'' ―-へ- ----と-｀‘匹グ~a--- ---・--ニ-_—~ 

•一・・ ・ベ、---令-~し-----

亘

同＿

古
川
尚
絣
・
・
・
・
・
四
四

宇
野
三
郎
・
・
四

1
9
 

r

ウ
ふ

9
9
9
9
9
9
9
 

’~ 

11,·~9·i9,1 

ヽ

\~ ,`
 

l -

i
1
4
,
9
・
 ．

行

＇

・

1

,

．1
,
1
1•• 

,

1

 

｛
 

～
國
民
心
身
鍛
錬
連
勁
に
院
て

・
'
,
~
i
:
!
|

＇

’
i
|
_
-
r
I
I

一
一
ー

'
9
,
.

~'~, 一
菌
置
藝
一
一
術
―

l

院
＝
と
夏
皐
鳳
―

一

帝

尻

岳

術

院

の

剖

骰

に

刷

し

て

：

．．． 
e
 
．．．．．．． 
：゚
．．． 
；
 ．．．．．．．．．．．． ”• 

警
字
局
の
設
斜
に
就
て
：
：
＇
：
；
：
；
：
o
o
i
:
・
゜
；
s
.
o
o
e
o
o
.
。
.
e
°
:
e
;
：

.. 

一

中

等

學

佼

圃

語

漠

文

祈

穀

授

製

日

の

趣

旨

口

：

・

・

：

゜

：

一

電

波

と

其

應

用

に

就

-
「
印

一
塁

(/) 

三千
甘！〗

三
丸

1

ヽ

百

田

，
1
-肌
三
，
＇
：

面四
一

ず

り

よ

ノ
1

安
宅
塵
一
＿
鉱

東
京
高
等
師
範
翠
餃
紋
授

ヽ

．．
 

f
J
-

唸コJj
 

ャヽ
----、五ジ“-7-：：：：：：：---今--＿二＿＿ 

~mぇ—―- -~— 

安

芥

文

部

大

臣

談

．
~
~
．
~
 

-』て―

9

.

 

E
ノ
「
（
明
治
天
皇
御
裂
三
首
）
：
・
o
... 
0, 
．．．．．．． 
，
．
ー
・
・
ー
一
0
9
‘
;
•
9
·
:
'

.•.......• 

，
 
．．． 
＇-：:・:9990:・°49 •. 

；．,_-9, 
....•.••... 

。＇-999-:'……,＇-

五ジ

文

目
じ立口

時
次

•.• 

,．。.•..•..•.. 

,
'
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
部
大
臣

…・;．゚
：
．．．．．．．．． 
。
・
"
•
o.. 
r
 

......•... 

：
煎
京
寓
等
露
絲
認
涵
薮
授

,̀ ．．．．．．．．．．．． 
,
 
．．
 
9999999・・・・d999999999累
畠

一
特
色
あ
る
中
等
學
校
の
施
設
一

，
 
．．．． 
｀
 

東
京
府
立
化
學

工
業
學
狡
長

卒

業

生

の

指

導

に

就

い

て

．．． 
9

．；・00.。
．．．． 
。:。
.. 
-0, .. 3

 .

.

 c
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
 

ee●
●
●

o
 
.... ~

 

i
i
\
.

、

K
i
~
!
J
:
j
i
_
\

＇

1
ー

J
i

最
近
に
於
け
る
外
國
の
學
校
を
観
て

1
,ー

文
部
省
在
外
祖
究
旦

第
六
高
埒
學
校
敦
授

田
園
學
寮
(
L
a
n
d
・
e
r
z
i
8
l
r
n
u
g
s
h
e
i
m
)
...... 
・・。
... 。．． 
;
 ... ，
 

••••••• 

昭

和

十

二

年

度

地

方

費

豫

算

全

）

：

・

o

a

o

.. 
oo 
.... ，
 
．．
 

．゚．． 
o
 
．．．． 

文
部
大
臣
官
房
文
書
課
•
…
巴

,
.
-
`
.
5
・
ミ
5
・
『
t
.
`
q
f
.
`
·
-
i
.
L
`
·
-
J
•
-
3
・
｀
ク
．

n
．
f
9
.
f
9
b
i
0
-
i
-
U

『
-
i
.
-
i
.
-

』
.
~
a
｀
夕
。
p
9
.
f
ク
，
｀
＇
r
i
^
S
u
“
9
i
.
u
.
z
a
.
u
"
,

.. L
d
ヽ
9
,
3
o
f
9
.
｀

'
•
l
.、i
.、
i
.
u
.
，
｀
.
u
.
t
d
r
9
d
`
ご
9
ご
｀

t
．
i
q
.
`
g
-
i
.
k
-
。
u
.
E
d
.

―

勅

令

．．．．．．．．．．．． 
勅
令
竺
扉
四
虞
雙
．
蓋
省
府
制
中
改
正
）
ー
ー
同
誓
百
四
十
七
穀
（
敦
讐
誓
制
）
ー
同
第
一
二
百

四
十
八
絨
（
高
餘
行
ハ
け
綺
飴
給
令
中
改
正
）
ー
同
第
三
百
四
十
九
競
（
奏
任
文
守
特
別
任
用
令
中
改
正
）
！
ー
同
第
三

百
五
十
雙
脊
立
工
業
大
學
官
制
中
改
正
）
：
・
：
；
：
e
... 
；
 

...••.........• 

；,;：；0, 
•..••. 

；
:
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
o
 
.... ,
 
．．．．．．．．．．．．． 

査
四

省
令
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
文
部
省
令
第
二
十
七
雙
他
染
病
研
究
所
痘
苗
血
椅
等
販
喪
規
程
中
殴
正
）
：
；
：
；
．．．．．． 
00, ... ,
 
．．．．．．．．．．．．． 
;
…
•
五
五

調
令
…
•
e
・
・
・
・
・
・
文
部
省
訓
令
（
文
部
省
分
罪
旭
程
中
改
正
）
ー
同
（
文
部
大
臣
官
房
文
害
訳
那
務
怠
蓋
程
中
改
正
）
ー
ー

雙
欧
學
屈
分
諜
規
程
）
：
．
，
．．． 

；
 ．．．． 
，，
 
．．．． 
，
 
．．．． 
e
 
．．．． -:•99., 

．．．． 
,．， •... 

：＇：-9,: •.•. 

,＇・:, 
... 
；
 .. 9, ．．．．． 
;
 ．．．． 
,
 
．．．． 
＇： 
．．
 

-．, ．．． 

9, 
．．．． 

五
五

告
示
…
；
．．
 
，
 
．．． 
。
文
部
省
告
示
第
二
百
八
十
三
雙
巖
衰
所
灯
査
翠
更
認
可
）
ー
同
第
二
百
八
十
凹
撃
（
欧
學
局
佼
憫
指
定
）

ー
ー
同
第
二
百
八
十
五
競
(
4

翡
ぷ
学
校
學
緑
締
株
式
中
改
邑
ー
ー
同
第
二
百
八
十
六
撃
（
酋
年
＇
學
校
手
誤
様
式
中
改

正
）
’
|
ー
同
第
二
百
八
十
七
撃
（
師
範
學
校
中
學
佼
高
等
女
學
校
放
員
無
試
瞼
桧
定
眠
扱
許
可
限
佼
巾
追
加
）
ー
詞

第
二
百
八
十
八
撃
（
周
賓
指
定
）
ー
！
ー
同
第
二
百
八
十
九
鱗
（
同
E
)
1
i
同
綸
二
酉
九
十
監
祠
要
美
術
品
等
認
定
物

件
談
渡
）
ー
ー
同
第
二
百
九
十
一
紘
（
師
範
學
校
中
學
校
高
縮
方
學
校
欲
負
綿
試
緑
検
定
眼
扱
許
可
學
校
中
改
疋
）
；
・
・
ヽ
｀
・
・
・
五
六

綾
任
及
癖
含
（
自
昭
和
十
二
年
七
月
i
-
+
-
H
至
同
一
―
-
+
]
日
公
表
ノ
分
等
）

.. 
o
 

.•. 

,
°
·
'
：
・
第
七
掴
應
襄
育
愈
号
日
程
卜
役
員
—
ー
講
師
警
託
|
i

學

ー
検
定
敦
利
J
l
l
閏
粛
|
ー
箭
國
図
帯
館
腿
梵
員
嫁
ー
蓄
音
狐
レ
コ
ー
ド
拙
臨
ー
|
的
朝
ー
ー
退
職
—
ー
免
職
ー

ー
じ
上
り『`

999999, ．．
 

云忠
i

•••••••••• 

。．．．．． 
。.......... ，.o ....... 。..... 。........ 。．．．．．．．．．．．．．．．．． 
q●

●

●

●

●

●

oo 
..... 。・・‘
......... 。
・
七
丸

-，
 

．．．． 
口
●

且古千

一読

玉
井

,-,_,, 
プア-

一井
-91-
gごl..
-）、-

IILI 
ー`、



帝
脳
薬
術
院
と
数
學
局
に
就
い
て

敏
皐
局
の
設
置

て

學

五

二
四
藝
術
の
袋
達
は
，
そ
の
固
文
這
の
隆
替
と
緊
密
た

係
を
有
し
，
國
民
の
風
尚
と
生
活
と
る
影
響
を
及
ぼ
ず
も
の
で

あ
る
。

遣
憾
た
る
朕
態
に
あ
っ
た
。

設
け
ら
る
る
忍
の
な
／
＼
誠
に

唯
帝
國
美
衛
院
の
餃
置
せ
ら
る
る
あ
っ
テ
＼
久
し
く
美
術
の
複
逹
に
カ
一

を
盛
し
買
獄
す
る
所
大
な
る
も
の
か
あ
っ
た
の
で
あ
高
文
藝
・
習
）

業
其
の
他
に
就
い
て
は
；

と
を
維
持
喚
胆
せ
し
め
獨
特
の
勢
術
の
創
造
を
胴
る
こ
と
は
一
日
忍
忘

る
べ
か
ら
ざ
る
重
嬰
な
る
黙
で
あ
る
、
抑
ち
模
概
を
戒
め
創
造
を
鰐
む

る
の
精
御
を
以
て
朗
野
脇
力
し
て
哉
が
國
藝
術
の
冥
の
壼
達
の
謡
め
に

甕
さ
ん
こ
と
を
期
す
る
考
で
あ
る
以
談
詰
要
3
日
）

去
る
七
月
二
十
一
日
の
官
報
を
以
て
敦
學
局
官
制
が
仝
布
せ
ら
れ
3

}

従
来
の
思
想
局
が
殷
喜
ら
る
る
と
北
に
，
同
骸
の
本
義
に
基
く
毅
學
一

の
刷
新
振
鰐
に
闘
す
る
事
蒻
を
掌
る
謡
に
新
に
敦
學
局
の
訳
置
を
見
る

に

至

っ

た

の

で

あ

り

ま

ず

。

・

昭
和
三
年
＋
月
に
専
ら
墨
生
生
徒
の
忌
想
上
の
詞
査

t

指
導
及
監
督

忙
嘗
る
べ
含
観
闘
と
し
て
文
部
省
恵
門
學
務
局
の
中
に
學
生
課
が
設
け

ら
れ
た
の
で
あ
り
主
す
が

3

そ
の
後
時
勢
の
必
要
に
鑑
み
昭
和
四
年
七

｝
 

月
學
生
鰈
を
獨
立
せ
し
め
て
旱
生
部
と
な
し
、
更
に
昭
和
九
年
六
月
之

を
棚
大
し
て
息
想
局
と
改
め

3

そ
の
都
度
組
糊
を
撰
張
充
賓
し
て
息
想

上
の
闘
査
し
指
尋
及
霰
督
に
愈
々
選
認
な
き
を
期
し
束
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
然
る
に
，
思
想
問
類
は
時
勢
の
進
這
に
伴
つ
て
益
々
複
雑
多
餃

畏
<iio

皇
窒
に
於
か
せ

て
は
．
夙
に
哀
が
國
文
氾
の
向
上
に

御
意
を
習
め
さ
せ
ら
れ
，
學
術
の
奨
勤
，
美
術
の
喚
逹
辱
に
閏
し
有
鄭
ぎ

恩
召
を
宥
し
来
っ
た
の
て
あ
る
が
，
先
般
文
化
勘
章
を
御
制
定
あ
ら
せ

ら
虹
涵
汎
く
料
甕
翌
と
藝
術
に
闘
し
即
績
卓
絶
望
斎
も
の
を
顕
彰
せ
さ

せ
給
ふ
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
，
宏
大
な
る
叡
息
の
程
ま
こ
と
に
恐

で
あ
る

2

紡
芦
汽
政
府
は
帝
國
藝
術
院
の
餃
置
に
よ

燿
に
堪
へ
ざ

il
＼
美
術
を
始
め
藝
術
の
賢
分
野
に
亘
つ
て
識
見
闘
歴
卓
越
ず

會
晨
に
推
し
、
そ
の
名
春
を
類
す
と
共
に
，
藝
術
の
衰
起
に
闘
す
る
霊

要
の
事
項
の
審
扇
其
の
他
の
事
に
嘗
ら
し
め
，
以
て
我
が
同
藝
術
の
褻

逹
に
寄
奥
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

椎
ふ
に
，
一
図
藝
術
の
登
逹
は
，
一
面
に
於
て
廣
＜
鰐
外
刷
の
藝
術

て
B

？
よ
く
長
を
採
り
，
豊
冨
な
る
預
展
を
圏
る
は
最
も
必
嬰

，
而
も
他
面

て
は
よ
く
獨
自
の
精
稗
と
方
法

と
な
巳
輩
に
思
想
間
題
に
酎
す
る
調
査
さ
指
導
及
殴
督
に
止

ら
す
，
更
に
進
ん
で
本
来
の
目
的
た
る
国
璧
の
本
義
を
間
明
し

B

日
本

精
祠
を
認
醤
揚
し
'
且
っ
閂
冷
麟
‘
E
l
本
精
薗
を
苓
了
J

し
て
哀
が
醐
本
東
の

敦
學
の
精
脚
を
反
省
し

B

一
方
敦
學
の
蜆
朕
を
仔
細
に
黛
討
す
る
と
同

時
に

8

他
方
國
琶
の
本
睾
に
基
い
て
現
下
敦
學
の
刷
新
と
扱
奥
と
に
主

力
を
注
ぐ
こ
と
か
喫
緊
の
要
務
で
あ
る
と
痛
感
ぜ
ら
此
る
に
至
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
柳
ち
沿
問
題
は
こ
こ
に
根
本
的
な
る
研
究
と
酎
策
と
を

泌
要
と
す
る
と
い
ふ
方
向
に
進
展
し
来
っ
た
の
で
あ
り
ま
ず
＞

か
か
る
情
勢
に
野
し
て
，
文
部
省
は
昭
和
十
年
十
一
月
敦
學
刷
新
評

騎
貧
を
設
置
し

P

委
員
約
六
十
名
を
任
茄
委
嘉
し
さ
「
茨
が
閻
毅
學
の
現

欣
に
鑑
み
其
の
刷
新
振
興
を
圏
る
の
方
策
如
何
」
と
い
ふ
諮
問
を
提
出

し
た
の
で
あ
り
ま
す
が

t

同
評
謬
會
は
そ
の
後
約
一
ケ
年
に
亘
つ
て
棋

重
に
審
麟
を
重
ね
ゞ
翌
十
一
年
十
月
に
至
っ
て
敦
學
刷
新
に
闘
す
る
答

申
及
謬
建
麟
を
可
決
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
答
申
は
極
め
て
多
方

面
に
一
旦
つ
て
述
ぺ
ら
れ
て
居
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
最
要
な
る
項
目
と

し
て
第
二
に
敦
學
刷
癖
の
中
心
機
闘
を
餃
置
す
べ
き
こ
と
が
強
調
せ
ら

れ
て
ゐ
る
の
は
注
意
を
要
す
べ
ぎ
こ
と
で
あ
り
ま
ず
。
即
ち
油

蜆
下
の
時
勢
に
鑑
み
じ
敦
學
刷
新
の
寅
を
暴
ぐ
る
た
め
に
は
，
一

層
敦
學
の
精
許
。
内
容
を
重
醗
し
'
胴
皐
虚
ら
二
本
精
帥
に
基

v敦
育
的

睾
間
的
涵
養
創
造
の
た
め
に
力
を
附
ひ
，
叉
こ
れ
を
本
と
し
て
十
分

土＂

注

と
す
る
所
で
あ

::l:t ヵ

部

大

臣

談

帝
同
葬
術
院
の
創
設
に
闘
し
て

帝
國
藝
術
院
と
敦
學
局
は
祈
年
度
に
於
け
る
文
郊
省
の
施
設
中
較
箸
社
も
の
で
あ
る
｝

后
に
安
井
文
部
大
臣
の
談
話
ど
数
學
馬
の
登
表
を
褐
げ
て
設
置
の
趣
旨
を
明
か
に
す
る
、

女
部
時
報

第
五
百
九
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院
と

局
に

し>
…、ヂ

し

令，

四



帝
国
藝
術
院
と
敦
學
局
に
就
い
て

と
い
ふ
や
う
た
廣
汎
に
し
て
叉
内
容
的
な
る
問
題
に
鉗
し
て
十
分
に
そ

の
榎
能
を
吸
輝
し
妓
果
を
牧
め
る
こ
と
は
定
に
困
難
で
あ
る
の
で
あ
り

ま
し
て
、
國
儘
の
本
義
に
基
く
敦
睾
の
刷
新
扱
興
を
鳳
る
べ
き
中
心
棧

闘
と
し
て
敦
學
局
が
文
部
省
の
外
局
と
し
て
そ
の
散
置
を
見
る
に
到
つ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

教
學
局
の
組
緑
に
闘
し
て
叫
企
讐
指
導
の
二
部
及
庶
誇
鰈
が
設

置
せ
ら
れ
、
叉
別
に
闊
係
各
露
勅
任
官
及
學
識
観
験
あ
る
者
の
中
よ
り

参
奥
を
任
茄
し
て
局
紡
に
参
輿
せ
し
め
官
民
一
致
し
て
敦
學
刷
新
の
賀

績
を
摯
げ
る
こ
と
に
努
め
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
。
而
し
て
、
企
饗

部
に
は
企
霙
恩
想
の
二
鰐
指
導
部
に
は
指
導
，
噛
及
の
二
課
が
夫

々
設
け
ら
れ
庶
務
謀
に
於
て
庶
競
合
計
に
闘
す
る
事
砂
が
行
は
誓

外
B

薮
摩
局
の
散
掌
す
る
事
務
を
具
驚
的
に
列
畢
す
れ
ば
大
儒
次
の
如

く
で
あ
り
ま
す
。
卯
ち

B

一
、
現
下
の
教
育
學
問
の
刷
新
振
興
に
闘
す
る
認
種
の
調
査
研
究
を
｝｝

 

た
し
種
・
々
の
方
策
を
樹
立
し
て
そ
の
買
行
に
常
る
こ
と
（

一
、
敦
學
の
刷
新
扱
輿
の
立
場
か
ら
學
狡
及
祉
會
敦
育
胴
儘
等
の
調
{

賽

指

尊

及

藍

督

を

十

全

な

ら

し

め

る

こ

と

｛

一
，
學
問
の
刷
新
改
善
を
園
る
た
め
達
営
な
る
施
殷
を
設
け
そ
の
刷
{

額
の
賞
を
拳
げ
る
こ
と

て
小
學
鰐
中
等
學
校
、
高
等
學
狡

3

専
門
學
狡
等
の
敦
員
に
野

な
ろ
指
導
・
笠
督
を
た
す
の
払
要
あ
り
。
よ
つ
て
政
府
は
文
部
大
臣
認
め
、
．
敦
墨
局
が
設
置
咤
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
だ
の
で
あ
り
ま
す
へ
｝

の
管
理
の
下
に
有
力
な
る
襲
闘
を
設
置
し
，
特
に
我
が
國
敦
謬
の
扱
本
来
≫
我
が
罰
の
毅
育
睾
間
は
源
を
同
骸
に
登
し
、
日
本
精
紳
を
以

本
精
紳
の
維
持
顎
展
を
饂
り

3

又
敦
學
の
刷
新
搬
興
蚊
に
監
督
に
騨
一
て
核
心
と
な
し
り
こ
れ
を
基
と
し
て
不
箇
に
創
造
褻
展
を
遂
け
い
て
皇

す
る
璽
嬰
事
項
を
掌
理
せ
し
め
や
闘
係
各
方
面
と
の
密
接
な
る
連
繋
～
蓮
隆
昌
の
為
に
褐
す
こ
と
を
そ
の
本
務
と
没
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
こ

の
下
に
事
業
の
遂
行
に
営
ら
し
む
べ
し
。
一
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
明
治
初
年
以
来
鴫
犀
米
文
化

江
ほ
，
同
憬
・
日
本
精
神
の
罠
義
を
閲
明
し
，
精
紳
誇
學
の
基
礎
｛
を
禁
批
判
的
に
轍
入
し
玉
模
倣
追
隧
に
趨
っ
た
緒
果
と
し
て
ば
璃
下
我
が

的
研
究
を
行
竺
そ
の
確
立
猿
展
和
国
る
た
め
営
該
研
究
機
闘
の
慈
―
)
詞
の
息
想
，
敦
育
及
學
閂
の
朕
勢
を
観
る
に
、
一
般
思
想
這
動
は
近
年

備
を
闘
り
t

}

J

｀
肛
を
し
て
十
分
櫂
威
あ
る
忍
の
た
ら
し
め
，
又
有
カ
一
漸
I
ヽ
平
欝
に
綺
し
た
や
う
で
あ
り
主
ず
が
，
裏
面
に
は
尚
相
嘗
注
意
を

た
る
参
奥
畏
闘
を
設
け

B

學
者
毅
育
者
有
識
者
蚊
に
闘
係
官
等
を
以
｛
要
す
べ
き
、
lI0
の
の
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
共
に
三
字
問
五
敦
育
の

て
こ
れ
を
紐
職
し

3

以
上
の
三
機
間
を
し
て
一
鬱
と
な
り
て
合
成
的
一
分
野
紅
於
て
忍
四
洋
の
個
人
主
義
、
唯
物
瞬
及
之
に
胚
胎
ず
る
恩
想
、

放

果

を

翠

げ

し

む

ぺ

し

。

一

文

化

の

影

響

が

尚

未

だ

根

栂

に

慄

く

残

存

し

て

ぬ

て

詣

方

面

に

種

々

の

と

述

べ

ら

れ

て

居

り

ま

す

。

一

弊

害

を

齋

し

て

ゐ

ろ

こ

と

が

認

め

ら

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

依

つ

て

，

今
日
敦
泉
の
刷
妍
振
興
は
窓
に
焦
眉
の
急
務
で
あ
る
と
申
さ
ね
ば
な
一
こ
の
際
敦
學
の
刷
新
撮
興
を
園
り
日
本
精
紳
を
各
方
面
に
具
骸
化
す
る

り
ま
せ
ん
が
，
そ
の
賞
韓
を
牧
め
ん
が
為
に
は
先
づ
そ
の
賀
に
宮
る
べ
｝
こ
と
は
百
現
下
の
思
想
百
数
育
及
學
問
の
朕
況
に
鑑
み
罠
に
時
弊
匡
救

ぎ
有
力
な
る
機
闘
が
具
管
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
一
の
根
本
問
題
で
あ
り
も
且
つ
焦
眉
の
急
を
要
す
る
電
凄
な
る
問
題
で
あ

で
B

こ
こ
に
釈
學
の
刷
新
振
興
に
闘
ず
る
行
政
上
の
有
力
な
る
中
心
機
｛
る
と
言
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
然
る
に
ぶ
低
束
極
左
ご
極
右
の
思
想
運
動

闘
を
敦
置
し

3

こ
れ
と
整
備
さ
れ
た
研
究
楓
闘
，
有
力
な
る
参
興
機
闘
(
を
野
象
と
し
済
學
校
及
耽
食
砿
盆
且
墨
需
等
に
於
け
る
息
想
上
の
罰
査

B

と
が
一
墨
と
な
っ
て
合
成
的
放
果
を
摯
げ
る
と
と
が
嘗
面
の
問
題
と
し
(
指
導
及
緊
督
寧
王
四
え
H
結
と
し
て
来
た
恩
想
局
の
組
綿
を
以
て
し
て

て
極
め
て
肝
要
で
あ
る
と
力
証
せ
ら
れ
て
ぬ
る
の
で
あ
っ
て
『

d

政
府
危
は
ー
，
上
に
逹
べ
た
如
き
諸
弊
害
を
是
正
し
，
我
が
國
管
の
本
義
に
基
い

亦
答
甲
の
こ
の
條
項
を
極
め
て
適
切
に
し
て
又
緊
急
を
要
ず
る
も
の
と
て
紗
學
の
内
容
を
刷
新
し

3

嗅
が
國
敦
學
四
恨
本
精
詞
の
壼
展
を
圏
る

文
部
時
報

第
五
百
九
十
三
盟

し
講
習
を
行
び
冷
隅
盤
の
本
義
に
基
く
再
敦
育
を
施
す
こ
と

-
'
思
想
蓮
励
に
闘
す
る
詞
杏
を
な
し
又
之
に
基
い
て
恩
想
問
題
に

酎
ず
る
野
策
に
遣
憾
｀
な
き
を
期
す
こ
と

-

B

 

敦
育
者
の
著
書
川
版
物
の
内
容
を
常
に
調
査
し
t

優
良

な
る
研
究
に
討
し
て
は
之
を
推
幅
そ
の
他
の
方
法
を
疇
じ
て
奨
勘

す
る
こ
と

一
：
．
指
導
的
パ
ン
フ
レ
:
ノ
}
を
印
刷
頒
布
し
て
敦
學
の
刷
新
に
資
す

―
§
學
問

P

文
化
の
紹
介
、
普
及
を
繭
る
こ
と

七

學
の
刷
新
振
興
に
闘
す
る
事
袴
を
掌
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り

ま
す
。
勿
嗣
、
文
部
省
各
學
稔
局
及
社
會
敦
育
局
等
も
究
極
す
る
と
こ

ろ
敦
學
の
刷
新
振
興
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
藝
―
E

ふ
ま
で
も
た
い

こ
と
で
り
之
が
為
従
来
努
力
致
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
畜
各
局
は

敦
育
、
學
藝
に
闘
す
る
極
め
て
廣
汎
た
る
日
常
の
行
政
事
務
の
虞
理
に

従
事
し
て
居
る
の
で
渇

現
下
最
も
重
要
な
る
同
憬
の
本
義
に
基
く
毅
學

の
刷
新
擬
興
に
闘
す
る
噸
謗
を
掌
る
為
に
別
に
之
が
有
力
た
る
機
闘
と

し
て
敬
學
局
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
，
本
省
内
部
の
各

局
課
と
は
常
に
緊
密
な
る
連
綺
を
保
ち
，
克
＜
協
調
を
圏
り
罠
に
敦
學

刷
新
の
妓
果
を
撃
げ
る
に
努
む
べ
き
は
言
ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

る
こ
と

蜘

六



玄
部
砕
報

第
五
百
九
竺
―
一
絨

而
し
て
沿
敦
學
局
が
上
記
の
目
的
を
達
成
す
る
為
に
は
も
別
に
有
力

な
る
研
究
観
閻
が
あ
っ
て
，
同
盟
，
日
本
精
詞
の
賀
義
を
悶
明
し

B

精

稗
諸
學
等
の
基
礎
的
研
究
を
な
す
船
要
が
あ
り
，
こ
の
研
究
に
基
い
て

敦
育
行
政
上
に
哉
が
国
敦
學
の
根
本
精
紳
の
維
持
壼
展
を
詞
る
と
い
ふ

こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
従
来
a

こ
の
種
の
研
究
様
員
と
し
て
は

同
民
精
帥
文
化
研
究
所
が
あ
り
、
同
研
究
所
は
國
児
精
紳
文
化
に
馴
ず

る
學
問
的
研
究
を
掌
る
こ
と
を
主
と
し
之
に
晶
ぎ
研
究
的
指
導
蚊
に
普

及
を
掌
つ
て
居
る
の
で
あ
り
史
す
が
[
)
こ
の
閾
民
精
誹
文
化
研
究
所
と

毅
學
局
，
蚊
に
訛
述
し
た
参
狽
観
馴
と
が
三
位
一
鬱
と
な
っ
て
合
成
的

妓
呆
を
學
げ
る
こ
と
は
，
敦
學
刷
新
の
賓
妓
を
牧
め
る
上
に
極
め
て
肝

要
な
こ
と
で
あ
る
と
同
時
門
前
に
引
川
し
た
数
學
刷
新
評
議
會
の
答

～
申
に
答
へ
る
所
以
で
も
あ
る
と
思
砂
ま
す
。

｛
最
後
に
一
言
致
し
た
い
こ
と
は

E

数
學
の
刷
新
羨
興
を
圏
る
こ
と
が

｛
獨
り
敦
育
學
間
の
為
に
幽
妥
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
買
に
政
治
鑑
摘
産

一
業
等
の
諸
方
面
に
直
つ
て
之
が
刷
新
の
栂
基
を
価
立
せ
ん
と
す
る
恋
の

一
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
て

h

息
を
こ
こ
に
政
す
時
，
敦
學
局
の
任

二5

は
貰
に
宣
且
つ
太
な
る
こ
と
裏
初
に
感
じ
ま
す
l

丘
空
尺
朝
野
各
方

J

一
回
の
理
解
と
協
力
を
拭
ん
で
止
ま
d

は
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

バし
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右
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